
1 基本情報

・ 施設を維持管理すること。
・ 施設の入所児の養護に関すること。
・

・ その他の業務

2 利用状況を把握するための指標 3 平成３０年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

平成３０年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 健康福祉部子ども・女性局子ども家庭課

評価対象期間 H30.4.1～H31.3.31

指 定 管 理 者

名     称 社会福祉法人　岐阜県福祉事業団

構 成 員 ―

所 在 地 岐阜市下奈良２－２－１

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県立白鳩学園

所 在 地 恵那市大井町２７１６－１３

H28.4.1 ～ R3.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 186,774

利 用 料 金 0
Ｈ２８ 431

指定管理料 185,446
Ｈ２９ 384

そ   の   他 1,328
Ｈ３０ 380

支  出  計 178,414

障害児の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第五条第八項
に規定する短期入所を行うこと（児童福祉法第四条第二項に規定する障害児に
係るものに限る）

人   件   費 130,825

施設管理費 10,787

そ   の   他 36,802

差   　　　　　　  引 8,360

納　　 　付 　　　金 0

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・子どもの要望に対して、子どもが納得できるような粘
り強い関わり

・心理療法担当職員、個別対応職員等を配置して対応してい
る。子どもたちの不安についても、学校等と連携して対応して
いる。

・職員確保に向けた取組
・実習生の受け入れや、振り返りに対する回答や意見をする
など、実習生に対して働きかけを行っており、職員の数は増
えている。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.3 ・管理、維持管理について適正に実施されている。

設置目的の充足状況 4.0 ・利用者の受け入れに対しての努力が感じられる。
・個別対応や心理療法が適切に行われている。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.8 ・危機管理、地域との連携は、とても良い。
・高い人権意識に基づいた利用者への処遇が行われている。

経営状況 3.8 ・経営全体に特に問題点は感じられない。

派生的効果 3.8 ・地域や学校等との役員も積極的に行われている。
・地域と施設との距離が近くなってきていると感じられる。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A

・協定書に定めるサービス水準を満たし、適切に管理されている。
・定期監査において、文書指摘はなく、現在適正な施設運営を行っていると判断している。
・改善指示は特になし。ただし、下記について、検討願いたい。
①　職員への手厚いフォロー
②　子どもたちの生活の充実
③　継続した地域との交流


